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解説： 

最終氷河期の終了まで、人類は血縁関係で結ばれた小規模社会で生活してきた。一方、現代人である我々は、国

家と呼ばれる複雑な大規模社会の中で暮らしている。この間の政治体制の変化（具体的には、小規模血縁集団、部

族社会、首長社会、国家の間の変遷）が、循環的なパターンあるいはプロセスであったのか、あるいは飛躍的、も

しくは一方向的なパターンだったのかについては、長らく議論が続いてきた。この問いに対して、Thomas Currie

（大学院総合文化研究科進化認知科学センター・研究員およびロンドン大学・研究員）と共同研究チーム（東京大

学・ロンドン大学・オークランド大学）は、進化生物学の手法を用いた新たなアプローチで解決を試みた。共同研

究チームは、東南アジア島嶼部および太平洋の伝統社会の政治体制に関するデータベースを構築し、それを同地域

の言語データベースから描かれた文化の歴史系統樹と突き合わせて検討した。その結果、この地域の約5500年間

にわたる政治体制の変遷を明らかにすることができた（図１参照）。統計的計算手法を用いて、様々なモデル（図

２参照）の適合性を検証した結果、最もよく適合したモデルは、小刻みに複雑性が増すモデルであった。さらに重

要な発見として、これらのモデルを用いることにより、政治体制の複雑性が減衰するプロセスも説明できた。本研

究の意義としては、計算論的アプローチを用いることによって、長期的な社会進化や文化進化に関する仮説を検証

できることを示した点を指摘できる。 

 

論文の要旨： 

人類の政治体制の進化が、複雑性の連続的で逐次的な拡大によって進行したのか、それとも非連続的で大幅な飛

躍によって生じたのかに関しては、さまざまな意見がある。社会の複雑性がどのように縮小していくのかについて

も明確にされていない。こうした議論は、厳密で定量的な研究がほとんど行われないままで続けられてきた。我々

は、進化系統学的方法を利用して、オーストロネシア語が使われている社会の政治体制の進化に関する6つの相互

排反モデルを評価した。その結果、最適合モデルでは政治的複雑性の興亡が小幅なステップの連続で生ずることを

明らかにした。最適合モデルにわずかな差で続く別のモデルでは、拡大が連続的である一方で、縮小は連続的であ

る場合と急激な減衰による場合がありえた。これらの結果は、この地域の社会の進化史においては、政治的複雑性

に向けて大幅で非連続的な飛躍が生じなかったことを示している。このことは、人類の歴史には多数の偶発的な経

路があるにもかかわらず、コンピューターを用いた進化系統学的方法で検出される文化的進化には規則性があるこ

とを示唆している。 

 



 

図１．対象とした地域・社会（上段）とその系統関係（下段）。○は4つの政治体制を分類して示した。 

 

 

 

図２ 政治体制の進化に関する６つのモデル （A:小規模血縁集団、ｓC:部族社会、ｃC:首長社会、S:国家） 
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